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＜連絡事項＞

・特記事項なし

＜接遇向上委員会より＞

・昨年度10月御家族様満足度アンケート用紙実施（東病棟）ご意見

・お話をする時には名前を教えてほしい。名札ををポケットに入れている人が多かった。

裏返しになっている人もいた。

・退院後の情報がなかった（少なかった）私の知識不足もあり、大変困ってしまった。も

う少し話にのってほしかったと意見が出ていました。

＜患者様連絡事項＞

・坂本　恵様～療養環境調整にて東A 13号→東B 2号へ移動となる。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・小林　浩哉様～終日隔離中。本日より、午前・午後1時間ずつの開放観察開始となっている。開放観察中、開放中は、他者をじっと見て立っていたり、自分で作った紙の帽子をかぶり「みんなを守らなければならないんです」と話されている。拒薬なく入室にもスムーズ部屋に入られている。引き続き、精神症状の観察をし、処遇改善を図れるよう援助していく。

・澤村　彬　様～終日隔離中。本日より、午前午後2時間ずつの開放観察開始となっている。開放観察中は布団を部屋から出して他者の部屋へ持っていく事あり介入している。その後は、詰所に入って来る事もなく、スタッフ声掛けに保清出来ている。放尿・弄便行為なく、部屋も綺麗になっており、表情も穏やか。入室時にも拒否はみられない。引き続き、症状の観察を行い、処遇改善が図れるよう看護ケアをしていく。

・池野　功一様～身体拘束中。今朝、体温36.8℃、10：00体温36.7℃にて経過。痰絡みあり吸引。内服薬、リスペリドン内用液のみ中止。酸素3L継続中。引き続き、全身状態の観察を行い、安全な療養の提供を行っていく。
＜要注目患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～昨日準夜帯、消灯後より、女性患者様の部屋ヘの入室し性的逸脱行為あり、自ら「3回触った」と話している。表情の硬さみられている。引き続き、精神症状の観察を行い、他害行為に注意していく。

・竹内　功様～食事朝主4/１副食4/１・昼主3/１副3/１摂取。部屋から出てくる事なく　　　　訴えなく過ごされている。「薬ですよー」と声掛けすると薬に反応し「何の薬なの」と声高になる事あり。

・木村　格治様～気分が落ち込み「何もやる気がなくなった、死にたい」と希死的発言あり、臨時薬ソラナックス2.4㎎、ロラゼパム1.5㎎本日の昼から開始となる。

・中川原　義雄様～易怒性・興奮なく落ち着いている。ホールで実施している作業では漢時練習行っている。

・坂本　恵様～療養環境調整にて東A 13号→東B 2号へ移動となる。環境変わり、スタッフ声掛けに「気分がいいです」と表情よく話され余暇時はホールでテレビ鑑賞している。

・新町　徳雄様～酸素飽和濃度の低下なく経過している。本日午前、ゼリー進めるとむせ込みなく摂取出来ている。午後同様にゼリー進める事としている。点滴継続中。

・高橋　ミツ様～朝食メイバランス摂取。昼食、さとう湯を勧めると全量摂取されている。薬の拒否はない。帰宅要求は続いている。

・嶋守　京子様～体温37.7℃～37．8℃で経過している。酸素飽和濃度91％～97％。体温14：00　36．7℃。スタッフ声掛けに反応よく会話出来ている。本日胸部レントゲン施行、左肺炎症所見あり。抗生剤追加となる。

澤田　真理様～午前中より「薬飲みたい」と頻会に来詰している。午後より自室内で便失禁あり更衣している。男性患者様との接触はみられないが距離をとるよう都度介入行っている。

・近田　雅二様～吸引施行。酸素飽和濃度91％～97％の低下見られない。酸素飽和濃度改善している。発語活発に聞かれ「早くご飯持ってこい」と話されている。

・鳥谷部　洋二様～傾眠傾向。今朝体温36.8℃、10：00体温37.2℃にて経過する。酸素飽和濃度は91％～97％維持している。ライントラブルはない。

＜深澤Dr診察＞

・大久保　すい様～クエチアピン（100）朝2T、ｖdｓ4T→3T3×、ｖds3Tへ変更。他同内容で7日分処方となる。

・小舘　アツ子様～臨時薬同内容で7日分処方となる。

・柿本　栄子様～アローゼン中止。他同内容で6日分処方、以後定期となる。

・澤田　真理様～ロラゼパム4.5㎎→3.0㎎へ減量、セチロ中止、レキソタン15㎎追加となり他同内容で7日分処方となる。

・鳥谷部　洋次様～抗生剤中止。メインの点滴同内容で7日分処方となる。

・野田　敏治様～カロナール飲み切り中止。

・立花　栄子様～メマリー15㎎→20㎎、他同内容で7日分処方となる。

日時：平成29年2月8日　13：00

　　　氏名：中川原　新一様

　生年月日：S17年11月17日　74歳

　　　性別：男性

　　主病名：混合型認知症、

　　　病棟：東病棟Cユニット5号室

　入院形態：医療保護入院

　　主治医：田名部Ｄｒ

　　（経過）

　むらかみ脳神経クリニックにて認知症治療継続していたが、平成29年に入り朝からの飲酒に加え夜間徘徊等の問題行動が出現。同年1月5日にトイレで倒れている所を家族が発見し八戸赤十字病院へ救急搬送された。CT検査の結果異常所―見はないが、自宅での介護が困難との理由で1月6日長谷川内科胃腸科医院へ転院となった。入院当初、徘徊、不眠、下着姿で廊下を歩くなど認知機能の低下、BPSDが認められ当院での治療、転院相談あり、平成29年2月8日東病棟Cユニット医療保護入院となる。

　

＜入院後の様子＞

・入院時対応穏やかだったが、スタッフの声掛けに、怒鳴りつける事あり、スタッフ促している。ホール内の徘徊見られるも、帰宅要求はきかれない。

・買い物カードなし。

